
ンス RNAによってテロメラーゼ活性が担害され，テ

ロメア長が生存に必要な眼界以下に短縮した結果であ

ると考えられた。一方 MKN-28縮抱のアンチセンス

hTR導入株は著暁なテロメア長の短縮を認めた。し

かし，この MKN-28のアンチセンス hT豆導入株は短

縮したテロメア長を維持したまま増殖し続け，その増

殖にはテロメラーゼ活性克進， Baxの発現低下，並び

に細抱老化関連分子6-16の発現上昇が関与している可

能性が示唆されたG

8. DNA hypermethylation at the pS2 promoter 

region is associated wはhearly stage of stomach 

carcinogenesis 

（胃癌発生早期に認められる戸S2遺伝子のプロモー

ター領域のメチル化）

藤本淳也｛病理学第一）

pS2は， trefoil蛋白とよばれ，その機能辻，増殖促

進，蛋自分解酵素阻害，胃粘摸保護などが考えられて

いる。又， pS2 遺伝子を不活北したマウスにおいて，

胃の隷種や腺癌の発生することが見いだされたことか

ら， pS2は胃特異的癌抑制遺伝子として注目されてい

る。そこで，胃粘膜，腸上変化生および胃腺腫，胃癌

組織，胃癌組胞株における pS2の発現を検許し，さ

らに発現制御機構を知る目的で pS2遺｛云子のプロモー

ター領域のメチルfとを解析したO これらの結果から，

プロモーター領域のメチル化による pS2の発現減弱

が，胃癌，特に高分化脹癌のみならず揚上度化生およ

び腺腫に頻発することから，メチル化による pS2の

発現減弱が胃の高分化聖腺癌発生段階のきわめて早期

に関与することが示唆された。

9. Habituation of event-related potentials in patients 

with Parkinson’s disease. 

（パーキンソン病における事象関連電金の劇化）

江 春輝〈内科学第三）

rn的］パーキンソン病患者〔PD）で多くの反毎刺

激による事象関連電位（ERP）の変化を検討した。

［対象と方法］ PD群12名と対照群9名で曹、覚オド

ボール課題による ERPを90副連続記録し， 90匝の反

応を 9blockに分割し， 2-wayANOVA （群×block)

と 3-wayA詩OVA（群×block×電極）により分析し

た。

［結果） PD群では対照群によとべ NlOO, P300 i替時

が延長したが， P300振福のみが有意に低下していた。

P300 潜時は再群で連続刺激により延長したが， NlOO

i替時は PD群でのみ廷長した。 PD群では Cz, Pzで，
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対照群では・Fzで P300援幅と block数の間に有意な

負の相関がみられたO

【考察］ ERPの羽田連続記録は靖報処理過程にお

ける徴継な変北を検出することができる。 PDでは，

とくに連続記録による NlOO潜持の延長が特畿であっ

た。

1 O. Meiotic segregation analysis in men of translo-

cation carrier by fluorescence in situ hybridization 

(FISH法による転産保居者の精子形成碍における

転座染色体の分離機構に関する研究）

本田 裕（産軒婦人科学）

切断点の異なる t〔3;9）相互転座保国男性2名と

t (14 ; 21）ロパートソン型転座保国男性 l名の精子形

或持の染色体分離機構と相互転産保因者2名の精子形

成時の interchromosomaleffectをFISHi去を用いて検

討したO その結果，棺互転座保国者2名の精子はいす、

れもその約50%が，ロパートソン型転産保菌者の精

子はその約10%が不均禽型であったが，この頻度は

理論的頻度と大きな差異を認め これは第一減数分裂

詩の転座染色体の不均等な分離や maturationarrest 

による染色体異常精子の淘汰に起因すると考えられ

た。また，相互転座保留者2名の各々の染色体講成様

式別の精子の頻度には差を認め これは切断点の違い

による染色体相同誌の組み換え率や.maturationarrest 

による精子の淘汰率の差と考えられた。一方，相互転

産保因者2名の12香， 17番，話番， x.y染色体の数

的染色体異常率は対照と差がなく，相互転座保田者2

名の靖子形成時の interchromosomaleffect は認めら

れなかった。

11.α1-adrenoceptor subtypes and effect of α1A-

adrenoceptor agonist NS-49 on guinea pig nasal 

mucosa vasculature 

（モルモット鼻粘膜血管における α1アドレナリ

ン受容体サブタイプ的役割と α1Aアドレナリン受

容体アゴニスト NS・49の効果の検討）

谷光語、晃（耳鼻咽喉科学〉

a 1アドレナリン受容体は αlA, αlB, a 1D Iこ亜

分類されることが明らかになった。これらの分布は動

物謹及び器官により差が大きく それを明らかにする

ことが現在非常に輿味を持たれている。血管収縮性点

鼻薬の作用は鼻粘膜血管手譜第の αアドレナリン受容

体を介するといわれている。今居モルモット鼻粘膜に

おける a1アドレナワン受容体のサプタイプの役割

を明らかにし，更に αIAアドレナワン受容体に選択
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較で辻測定した項目すべてに有意差を認めた。次に

FC-C群及び N群では IL-4, IL-10, TNFにおいて有

意に FC-C群の上昇を認めた。 C群及び FC群におい

て血小援は FC群が C群に比し減少を有意に抑制し，

PT, APTT廷長が抑制された。サイトカインは FC群

で IL-6,IL-10, TNFが有意に上昇していたo FC43se 

はEndotoxin誘発 DICラットにおいて血小板の減少，

I疑国時間延長抑制効果を有し，炎症性サイトカインで

ある TNFの増加を促すが，誌炎症性サイトカインも

増加させることにより DICに対しての存効性が示唆

された。
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的な新しく開発されたアゴニスト NS-49効果を検討

した。

モルモット鼻粘膜血管平海筋は非選択的 αアゴニス

トであるノルアドレナワンに対し濃度依存性に収縮し

た。アンタゴPニストを用いた実験の結果，この収縮は

α1アドレナリン受容体の中でも alAサブタイプを

介すると考えられたO また， NS-49はモルモット鼻粘

膜 αIAアドレナリン受容体に対し龍分的アンタゴニ

ストとして作用すると考えられた。

Study of left ventricular bypass using Wankel 

type semipulsatile blood pump. 

（ワンケル型辛抱重主流車液ポンプを用いた左心バイ

パスの研究〉

14. 
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三井法真（外科学第一）

ワンケル塑半拍動涜血液ポンプを左心舗助バイパス

に利潤する場合の血行動態に隠して，コンピューターシ

ミュレーションにて解析を行い，また動物実験によっ

て検討を行った。コンビューターシミュレーションで

は心不全の程度が増加するにつれて左室心拍出量

(COLV〕，大動脹圧（AoP), tension time index (TTI), 

diastolic pressure time index (DPTI), endocardial via-

bility ratio (EVR〕は低下，左房圧（LAP）は上昇し，

稽助流量が増加するにつれて AoP,TTI, DPTIは上昇，

COLV, LAP, pulse pressure (PP), pulsatility indicator 

(PI)は抵下した。動物実験ではワンケル型車譲ポン

プをf子牛の左震と上行大動原の障に植え込んだ。回転

数の上昇に伴い禎勤涜量，平均大動振圧は増加， PP,

Plは低下し，コンビューターシミュレーションの場

合と同様の額向を示した。半拍動流血液ポンプは，非

拍動流血液ポンプに比べてより生理的と考えられ，近

い将来における臨床応用が期待されるc

chotoxin binding abolish the grayanotoxin effect in 

Na÷channel isoforms 

｛ナトワウムチャネルアイソフォームにおいてパト

ラコトキシン結合盟書に関連する点突然変異はグラ

ヤノトキシンむ効果を清失させる）

石井秀将（耳鼻堀喉科学）

Wangらは，ラットの骨格筋ナトワウムチャネル

〔μりに点突然変異を導入することで，パトラコトキ

シンのf乍用が消失することを報告した。今回我々辻，

Wangらの報告した μl-I433K, μトN434K, μ 1・

L437Kの各変異チャネルを作成し，ラットの心第

チャネル〔RHl）についても，これに相当する V406K,

N407K, L410豆変異チャネルを作成した。これらの

チャネルを HEK293細胞に発現させ，ホールセル

パッチクランプ法でグラヤノトキシンの効果を検討し

た。

Point-mutations related to the loss of batra-12. 

μ l, RHlのいずれにおいても，野生型チャネルで

は，グラヤノトキシン存在下に説分極パルスを反復す

ることで，不活性化しない定常内向き電流の増加が観

察されたが，各変異型チャネルでは，グラヤノトキシ

ンの効果が観察されなかったO

今回の研究から，パトラコトキシンとグラヤノトキ

シンの結合部位は少なくとも部分的に共有されている

ことが示唆された。
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Lack of CD44 variant 6 expression in advanced 

extrahepatic bile duct/ampullary carcinoma 

（進行肝外担管癌哩乳頭部癌における CD44vari-

ant 6発現の欠失）

15. 

Effect of FC43se on endotoxin-induced dissemi-13. 

nated intravascular coagulation in rats 

（エンドトキシン誘発

FC43seの効果〉

ラットにおけるDIC 

横山雄二郎（外科学第一）

接着分子 CD44は縮胞碍，細胞と細麹外マトリック

スとの接着に関与しており，さまざま会腫蕩において

その発現異常と撞蕩の進展と転移の関係が報告されて

いる。筆者は好外担管癌と乳頭部癌における CD44

standard (CD44st）と CD44variant 6 (CD44v6〕の発現

を検討した。免疫組議染色を担管癌，乳頭部癌36倒

落久保裕之（外科学第一）

エンドトキシン誘発 DICラットにおいて FC43seの

効果を検討した。生食のみを投与する N群，生食と

FCを投与する FC-C群 LPSと生食を投与する C群，

LPSと FCを投与する FC群の 4群に血小板， PT,

APTT及び、サイトカインを測定した。 N群と C群の比


